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(57)【要約】
【課題】　タイヤ取下し装置に昇降機能を持たせる必要
がなくなり、或いは昇降させる場合でも昇降ストローク
を短くさせ、これによりタイヤ加硫装置の全体を低くさ
せ、装置のコンパクト化を図ることができるようにした
タイヤ加硫方法の提供。
【解決手段】　グリーンタイヤＧを加硫成形させた加硫
済タイヤＴをタイヤ加硫位置Ｙで上部コンテナ３０によ
り上昇位置Ｄに上昇させるステップ（Ｓ２）と、タイヤ
取下し装置２０をタイヤ加硫位置に移動させるステップ
（Ｓ３）と、上部コンテナを上昇位置Ｄからタイヤ受け
渡し位置Ｂに下降させて加硫済タイヤをタイヤ取下し装
置で保持させるステップ（Ｓ４）と、上部コンテナをタ
イヤ受け渡し位置で開放させるステップ（Ｓ５）と、加
硫済タイヤを開放させた上部コンテナをタイヤ受け渡し
位置から待機位置Ｃに上昇させるステップ（Ｓ６）を備
えている。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水平方向に移動する下部プレート（１）に下部コンテナ（１０）及びタイヤ取下し装置
（２０）を設け、上下方向に昇降する上部プレート（３）に上部コンテナ（３０）を設け
、
　タイヤ加硫位置（Ｙ）において前記下部コンテナ（１０）と上部コンテナ（３０）との
間でグリーンタイヤ（Ｇ）を加硫成形させ、
　このタイヤ加硫位置（Ｙ）において前記上部コンテナ（３０）から前記タイヤ取下し装
置（２０）に加硫済タイヤ（Ｔ）を受け渡すようにしたタイヤ加硫方法であって、
　前記下部コンテナ（１０）と上部コンテナ（３０）との間でグリーンタイヤ（Ｇ）を加
硫成形させた後、その加硫済タイヤ（Ｔ）を保持させままタイヤ加硫位置（Ｙ）で前記上
部コンテナ（３０）を上昇位置（Ｄ）に上昇させるステップ（Ｓ２）と、
　次に、タイヤ取下し装置（２０）をタイヤ加硫位置（Ｙ）に移動させるステップ（Ｓ３
）と、
　次に、上部コンテナ（３０）を上昇位置（Ｄ）からタイヤ受け渡し位置（Ｂ）に下降さ
せて、その上部コンテナ（３０）に保持された加硫済タイヤ（Ｔ）を前記タイヤ取下し装
置（２０）で保持させるステップ（Ｓ４）と、
　次に、上部コンテナ（３０）をタイヤ受け渡し位置（Ｂ）に位置させたまま、この上部
コンテナ（３０）による加硫済タイヤ（Ｔ）の保持を開放させるステップ（Ｓ５）と、
　次に、加硫済タイヤ（Ｔ）を開放させた上部コンテナ（３０）をタイヤ受け渡し位置（
Ｂ）から待機位置（Ｃ）に上昇させるステップ（Ｓ６）とを備えていることを特徴とする
タイヤ加硫方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、グリーンタイヤ（生タイヤ）を連続的に加硫成形させるためのタイヤ加硫方
法に関し、特に、加硫済タイヤをタイヤ加硫位置で上部コンテナからタイヤ取下し装置に
取り下すための技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、グリーンタイヤを連続的に加硫成形させるためのタイヤ加硫方法が知られている
（特許文献１参照）。
【０００３】
　この従来のタイヤ加硫方法は、水平方向に移動する下部プレートに下部コンテナ及びタ
イヤ取下し装置を設け、上下方向に昇降する上部プレートに上部コンテナを設け、タイヤ
加硫位置において下部コンテナと上部コンテナとの間でグリーンタイヤを加硫成形させ、
このタイヤ加硫位置で前記タイヤ取下し装置を昇降させることで、下部コンテナから加硫
済タイヤを取下するようなっていた。
【０００４】
　即ち、グリーンタイヤを加硫成形させた後、その加硫済タイヤを保持させまま上部コン
テナをタイヤ加硫位置で上昇位置に上昇させるステップと、
　次に、タイヤ取下し装置をタイヤ加硫位置に移動させ、ここでタイヤ受け渡し位置に上
昇させるステップと、
　このタイヤ受け渡し位置で前記上昇位置の上部コンテナから加硫済タイヤをタイヤ取下
し装置に受け渡して保持させるステップと、
　次に、加硫済タイヤを保持させた前記タイヤ取下し装置を元の位置に下降させるステッ
プとを備えていた。
【０００５】
　即ち、この従来のタイヤ加硫方法では、上部コンテナから加硫済タイヤをタイヤ取下し
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装置で取り下す際に、上昇位置に移動した上部コンテナまでタイヤ取下し装置を上昇させ
、ここをタイヤ受け渡し位置として上部コンテナからタイヤ取下し装置に加硫済タイヤを
受け渡して保持させたのちタイヤ取下し装置を元の位置に下降させるようになっている。
【０００６】
　このようにタイヤ受け渡し位置を上部コンテナの上昇位置に設定させると、タイヤ取下
し装置の昇降ストロークが長くなり、それだけタイヤ加硫装置の全体が高くなり、コンパ
クト化が難しくなるという問題があった。
【特許文献１】特許公開２０００－１５８４４７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、上部コンテナから加硫済タイヤを取り下す際に、タイヤ取下し装置を上部コ
ンテナの上昇位置まで上昇させるのではなく、上部コンテナをタイヤ取下し装置まで下降
させ、ここをタイヤ受け渡し位置として上部コンテナからタイヤ取下し装置に加硫済タイ
ヤを受け渡すようにする。
【０００８】
　即ち、上部コンテナはもともと昇降機能を備えており、この上部コンテナの昇降機能を
利用して上部コンテナを上昇位置からタイヤ受け渡し位置に下降させ、ここで上部コンテ
ナから加硫済タイヤをタイヤ取下し装置に受け渡すようにする。
　これにより、上部コンテナの上昇位置をタイヤ受け渡し位置とし、ここで加硫済タイヤ
をタイヤ取下し装置に渡すようにした従来技術に比べてタイヤ受け渡し位置を下方に下げ
ることができる。
　これによりタイヤ取下し装置に昇降機能を持たせる必要がなくなり、或いは昇降させる
場合でも昇降ストロークを短くさせ、これによりタイヤ加硫装置の全体を低くさせ、装置
のコンパクト化を図ることができるようにしたタイヤ加硫方法を提供することを課題とし
ている。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記の課題を解決するために、本発明のタイヤ加硫方法は、
　水平方向に移動する下部プレート（１）に下部コンテナ（１０）及びタイヤ取下し装置
（２０）を設け、上下方向に昇降する上部プレート（３）に上部コンテナ（３０）を設け
、
　タイヤ加硫位置（Ｙ）において前記下部コンテナ（１０）と上部コンテナ（３０）との
間でグリーンタイヤ（Ｇ）を加硫成形させ、
　このタイヤ加硫位置（Ｙ）において前記上部コンテナ（３０）から前記タイヤ取下し装
置（２０）に加硫済タイヤ（Ｔ）を受け渡すようにしたタイヤ加硫方法であって、
　前記下部コンテナ（１０）と上部コンテナ（３０）との間でグリーンタイヤ（Ｇ）を加
硫成形させた後、その加硫済タイヤ（Ｔ）を保持させままタイヤ加硫位置（Ｙ）で前記上
部コンテナ（３０）を上昇位置（Ｄ）に上昇させるステップ（Ｓ２）と、
　次に、タイヤ取下し装置（２０）をタイヤ加硫位置（Ｙ）に移動させるステップ（Ｓ３
）と、
　次に、上部コンテナ（３０）を上昇位置（Ｄ）からタイヤ受け渡し位置（Ｂ）に下降さ
せて、その上部コンテナ（３０）に保持された加硫済タイヤ（Ｔ）を前記タイヤ取下し装
置（２０）で保持させるステップ（Ｓ４）と、
　次に、上部コンテナ（３０）をタイヤ受け渡し位置（Ｂ）に位置させたまま、この上部
コンテナ（３０）による加硫済タイヤ（Ｔ）の保持を開放させるステップ（Ｓ５）と、
　次に、加硫済タイヤ（Ｔ）を開放させた上部コンテナ（３０）をタイヤ受け渡し位置（
Ｂ）から待機位置（Ｃ）に上昇させるステップ（Ｓ６）とを備えている構成とした。
【００１０】
　このタイヤ加硫方法において、上部コンテナ（３０）は上昇位置（Ｄ）からタイヤ受け
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渡し位置（Ｂ）に下降するものであり、従って、タイヤ受け渡し位置（Ｂ）が上昇位置（
Ｄ）よりも低い位置に設定されていることは自明である。
【００１１】
　なお、上記カッコ内の符号は、後述する実施例に記載した具体的手段との対応関係を示
すものである。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明は、上部コンテナを上昇位置からタイヤ受け渡し位置に下降させ、ここで上部コ
ンテナからタイヤ取下し装置に加硫済タイヤを受け渡す点に特徴がある。
【００１３】
　即ち、加硫済タイヤの受け渡しに際し、上部コンテナの上昇位置までタイヤ取下し装置
を上昇させるのではなく、もともと昇降機能を備えている上部コンテナをタイヤ受け渡し
位置に下降させ、ここで上部コンテナから加硫済タイヤをタイヤ取下し装置に受け渡すも
のである。
【００１４】
　従って、上部コンテナの上昇位置までタイヤ取下し装置を上昇させるようにした従来技
術とは異なり、本発明では上部コンテナを上昇位置からタイヤ受け渡し位置に下降させる
ため、タイヤ取下し装置に必ずしも昇降機能を持たせる必要がなくなる。
【００１５】
　この場合、タイヤ取下し装置に昇降機能を持たせない場合には、タイヤ取下し装置は、
その高さで上部コンテナから加硫済タイヤが受け渡されることになる。又、タイヤ取下し
装置に必要最小限の昇降機能を持たせる場合であっても、タイヤ受け渡し位置は上部コン
テナの上昇位置よりも低い位置に設定されているため、タイヤ加硫装置の全体を低くさせ
ることが可能になり、装置のコンパクト化を図ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　図１は本発明の実施例であるタイヤ加硫方法を示す工程説明図である。
　本実施例のタイヤ加硫方法では、水平方向に移動する下部プレート１と、上下方向に昇
降する上部プレート３を備えている。
　なお、前記下部プレート１を水平方向に移動させるための手段としては、自走台車のよ
うに、任意に移動できる形態のものが好ましい。
　又、前記上部プレート３は、図示省略したメインシリンダによって昇降する。
【００１７】
　前記下部プレート１には下部コンテナ１０が設けられ、この下部コンテナ１０が水平方
向に配置されたタイヤ供給位置（図示省略）と、タイヤ取出位置（図示省略）と、タイヤ
加硫位置Ｙと間を水平方向に移動するように形成されている。
　又、この下部コンテナ１０の中心には、拡縮可能な筒状ゴムにより形成されたブラダー
１１が中心機構に設けられ、蒸気により拡大したブラダー１１がグリーンタイヤＧの内面
に密着してシェーピングさせることによりグリーンタイヤＧの変形を防止させるようにな
っている。
【００１８】
　又、前記下部プレート１にはタイヤ取下し装置２０が設けられ、実施例のタイヤ取下し
装置２０は昇降機能を持っておらず、そのままの高さで加硫済タイヤＴが受け渡されるよ
うに設定されている。
【００１９】
　前記上部プレート３には上部コンテナ３０が設けられ、この上部コンテナ３０は前記タ
イヤ加硫位置Ｙにおいて、最下方の下降位置Ａ（ステップＳ１）と、その上方のタイヤ受
け渡し位置Ｂ（ステップＳ４、Ｓ５）と、その上方の待機位置Ｃ（ステップＳ６、Ｓ７）
と、最上方の上昇位置Ｄ（ステップＳ２、Ｓ３）の間を移動する。
【００２０】



(5) JP 2008-260232 A 2008.10.30

10

20

30

40

50

　前記上部コンテナ３０は複数に分割されたセグメントモールドによって形成され、上部
プレート３に固定したシリンダ３１の伸縮により拡縮ガイド３２に沿って放射方向に拡縮
開閉するように形成されている。
【００２１】
　本実施例のタイヤ加硫方法を図１により説明する。
　このタイヤ加硫方法では、図示省略したタイヤ供給位置で下部コンテナ１０にグリーン
タイヤＧが挿入セットされ、このグリーンタイヤＧが挿入セットされた下部コンテナ１０
が下部プレート１の移動によってタイヤ加硫位置Ｙに移動する。
　そして、このタイヤ加硫位置Ｙに移動した下部コンテナ１０と、このタイヤ加硫位置Ｙ
で下降位置Ａに移動した上部コンテナ３０との間で前記グリーンタイヤＧが加硫成形され
る（ステップＳ１）。
【００２２】
　このようにして下部コンテナ１０と上部コンテナ３０との間でグリーンタイヤＧが加硫
成形された後、その加硫済タイヤＴを保持させままタイヤ加硫位置Ｙで前記上部コンテナ
３０が上昇位置Ｄに上昇する（ステップＳ２）。
　このとき、下部コンテナ１０の中心機構に設けたブラダー１１は筒状に伸長し、加硫済
タイヤＴから離反する。
【００２３】
　次に、下部プレート１の移動によって下部コンテナ１０はタイヤ加硫位置Ｙから図外の
タイヤ取出位置に移動すると共に、タイヤ取下し装置２０がタイヤ加硫位置Ｙに移動して
くる（ステップＳ３）。
【００２４】
　次に、図外のメインシリンダの作動により上部プレート３が上部コンテナ３０を伴って
下降し、この上部コンテナ３０が上昇位置Ｄからタイヤ受け渡し位置Ｂに下降すると共に
、ここで上部コンテナ３０から前記タイヤ取下し装置２０に加硫済タイヤＴが受け渡され
て保持される（ステップＳ４）。
　このとき、タイヤ取下し装置２０に設けた係止爪２１が外方に開いて加硫済タイヤＴの
内周に係合する。
【００２５】
　この加硫済タイヤＴの受け渡しに際し、前記上部コンテナ３０は、タイヤ受け渡し位置
Ｂを維持したまま拡大して加硫済タイヤＴから離れるもので、このとき上部コンテナ３０
はシリンダ３１の伸長により拡縮ガイド３２に沿って下降することにより拡大するため、
上部コンテナ３０が下降する分だけ図外のメインシリンダによって上部プレート３が上昇
し、これにより上部コンテナ３０がタイヤ受け渡し位置Ｂを維持するようになっている（
ステップＳ５）。
【００２６】
　次に、上記のようにして上部コンテナ３０が拡大しながら、図外のメインシリンダによ
って上部プレート３が上昇し、これに伴い上部コンテナ３０が待機位置Ｃに上昇する（ス
テップＳ６）。
　この際、タイヤ取下し装置２０の位置が固定されているため、加硫済タイヤＴの位置が
変わらないように、上部コンテナ３０の上昇動作と、上部コンテナ３０の拡大動作をほぼ
同期させている。
【００２７】
　その後、加硫済タイヤＴを保持したタイヤ取下し装置２０がタイヤ加硫位置Ｙから図外
のタイヤ取出位置に移動すると共に、図外のタイヤ供給位置でグリーンタイヤＧが挿入セ
ットされた下部コンテナ１０が下部プレート１の移動によりタイヤ加硫位置Ｙに移動し（
ステップＳ７）、以後は前記のステップ繰り返して順次にグリーンタイヤＧを加硫成形さ
せ、その加硫成形させた加硫済タイヤＴを取り出すようにしている。
【００２８】
　なお、前記タイヤ取下し装置２０に保持されてタイヤ取出位置に移動した加硫済タイヤ
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うに処理される。
【００２９】
　又、この実施例では、グリーンタイヤＧをそのまま下部コンテナ１０に挿入セットさせ
、この下部コンテナ１０内で中心機構に設けたブラダー１１によりシェーピングさせる例
で説明したが、これに限らずシェーピングユニットを用いることもできる。
【００３０】
　シェーピングユニットは、拡縮可能な筒状ゴムにより形成されたブラダーを備え、タイ
ヤ加硫装置の外部で挿入セットされたグリーンタイヤを、このシェーピングユニット内で
シェーピングさせておくものである。
　このように、シェーピングユニットを使用する場合には、下部コンテナの中心機構にブ
ラダーを装備させる必要はなく、グリーンタイヤをシェーピングさせた状態のシェーピン
グユニットを下部コンテナに挿入させることになる。
【００３１】
　従って、シェーピングユニットを使用した場合、本発明で言うグリーンタイヤはシェー
ピングユニットにセットされた状態のグリーンタイヤを意味し、又、加硫済タイヤはシェ
ーピングユニットにセットされた状態の加硫済タイヤを意味する。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】本発明の実施例であるタイヤ加硫方法を示す工程説明図である。
【符号の説明】
【００３３】
１　下部プレート
３　上部プレート
１０　     下部コンテナ
１１　ブラダー
２０　タイヤ取下し装置
２１　係止爪
３０　上部コンテナ
３１　シリンダ
３２　拡縮ガイド
Ａ　下降位置
Ｂ　タイヤ受け渡し位置
Ｃ　待機位置
Ｄ　上昇位置
Ｇ　グリーンタイヤ
Ｔ　加硫済タイヤ
Ｙ　タイヤ加硫位置
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